






















































































































concept of control）を、資産の定義において（in 






















































当該経済的資源の使用（the use of the economic 
resource）を指図し（direct） かつ ［and；なお、公
開草案「財務報告に関する概念フレームワーク」































































































































　「 本 審 議 会 は 指 摘 し た ‥、‘事 実 上 す べ て の






































































































































































































































































































































収益権,  処分権 を基本的にはすべて保持していて
しかるべきである。したがって、‘使用’,  ‘収益’,  ‘処





























思われる。‘収益権’ や ‘処分権’ の「使用」であれ
ば、それは ‘収益’ や ‘処分’ の行為を指すことにな



















































該資産を “自らの活動に利用する” こと, “他の企業
が活動に利用することを認める” こと, 及び “他の
企業による当該資産の利用を制限する” ことを言













と ‘特定’ の関係にある と言うことができよう。
ところで、もし2018年概念フレームワーク「支
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ている用例（‘資産／原資産 に対する支配’ とか “資
産／原資産 を支配” という用例）
［２］「支配」の客体（対象）を ‘原資産に対する権利’ とし
ている用例（“原資産の中に留保している権利を支配”
という用例）
［３］「支配」の客体（対象）を ‘資産と結び付いた経済的
便益’ としている用例（“資産と結び付いた経済的便
益を支配” という用例）
第３節　‘リース取引のときの「支配」というターム’ の用
例のパターン別類型化：「支配」の客体（対象）
の観点からの整理
［１］前提的／準備的 コメント
［２］「支配」の客体（対象）を「権利」としている用例
〈１〉“「原資産を使用する権利」／「使用の権利」 を支配” と
いう用例
〈２〉“「使用権資産」を支配” という用例
［３］「支配」の客体（対象）を「資産の使用」としている
用例（“「資産の使用」を支配” という用例）
第４節　‘リース取引のときの「支配」というターム’ の用
例のパターン別類型化：一見する限りでは「権利」
が「支配」の主体となっているような特殊な用例
［１］前提的／準備的 コメント
［２］“資産の使用を支配する権利” という用例
［３］“資産を支配し使用する権利” という用例
第５節　「支配」というタームの IFRS16におけるその他の
用例
［１］前提的／準備的 コメント
［２］前記リストから除外した ‘資産定義中の「支配」とい
うタームの用例’
〈１〉「支配」の客体（対象）を「リース債権」としている
用例
〈２〉「支配（control）」というタームが単独で（＝「支配」
の客体（対象）抜きで）使われている事例
［３］‘資産定義中の「支配」というタームの用例’ とはまっ
たく異なった用例
〈１〉‘事業体に対する支配’ といった意味合いの用例
〈２〉‘統制／コントロール’ といった ごく一般的な意味で
の用例
［４］他の基準類の引用等の際に「支配（control）」という
タームが現れる事例
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第６節　 IFRS16における「支配」というタームを巡る混乱：
まとめ
［１］前提的／準備的 コメント
［２］‘財貨の売買取引のときの「支配」’ の意味の「支配」
というタームの混在
［３］‘リース取引のときの「支配」というターム’ の用語法
上の混乱
第Ⅵ章　結語
